
令和元年第３回定例会

一般質問 市政を問う
　今定例会では6月20日、21日に一般質問が行われ、13人の議員が質問に立ちました。
　その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
　発言内容は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

詳細な内容は、三原市ホームページで閲覧できますのでご覧ください。
（公開までには、議会終了後おおむね３カ月を要します。）

会議録検索HPアドレス http://www.city.mihara.hiroshima.jp → 市議会 映像ライブラリー
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問
図
書
館
、
ホ
テ
ル
、
商

業
駐
車
施
設
の
分
棟
間
に
配

置
す
る
通
り
と
広
場
の
管
理

は
誰
が
行
う
の
か
。

答
通
り
は
管
理
規
約
を
定

め
、
市
や
事
業
者
、
テ
ナ
ン

ト
、
指
定
管
理
者
な
ど
で
構

成
す
る
全
体
管
理
協
議
会
で

管
理
す
る
予
定
、
広
場
は
市

の
所
有
の
た
め
市
が
行
う
。

問
駅
前
に
人
が
集
ま
り
、

に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
場
所

に
す
る
の
が
本
来
の
目
的
だ

が
、
広
場
と
通
り
の
活
用

は
、
誰
が
主
体
と
な
っ
て
に

ぎ
わ
い
創
出
を
企
画
し
運
営

す
る
の
か
。

答
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
議
会
が
企
画
・
実
施
す
る

計
画
で
現
在
協
議
中
で
あ

る
。
そ
の
中
に
イ
ベ
ン
ト
企

画
や
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

「
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
原
」
を

参
画
さ
せ
る
よ
う
調
整
中
。

問
現
状
の
「
㈱
ま
ち
づ
く

り
三
原
」
の
人
員
体
制
で

は
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
の

は
厳
し
い
。
体
制
強
化
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
の
組
織
体
制
で
は

十
分
で
な
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
三
原
商
工
会
議
所

や
「
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
原
」

と
課
題
整
理
を
行
い
、
必
要

な
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
、

機
能
強
化
を
検
討
す
る
。

将
来
の
地
域
公
共
交

通
を
見
据
え
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

問
地
方
の
公
共
交
通
は
、

利
便
性
の
低
下
と
利
用
者
の

減
少
、
運
転
手
不
足
で
維
持

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
路
線
バ
ス

の
収
支
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
収
益
率
改
善
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
本
市
の
15
バ
ス
路
線
の

内
、
13
路
線
が
赤
字
で
市
が

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

利
便
性
向
上
の
た
め
ス
マ

ホ
で
待
ち
時
間
や
バ
ス
の
位

置
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
時
刻
表
の
配
布
、
夏

休
み
の
小
中
学
生
向
け
ワ
ン

コ
イ
ン
バ
ス
の
運
行
等
を

行
っ
て
い
る
。

問
福
山
市
で
は
将
来
の
課

題
を
見
据
え
、
民
間
企
業
と

連
携
協
定
を
結
び
、
自
動
運

転
の
実
証
実
験
を
開
始
し
て

い
る
。
本
市
も
将
来
を
見
据

え
新
し
い
技
術
を
導
入
し
た

地
域
公
共
交
通
の
検
討
を
始

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
本
年
度
策
定
す
る
第
２

期
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
で
は
、
新
た
な
輸
送
サ
ー

ビ
ス
や
自
動
運
転
技
術
の
情

報
収
集
・
把
握
に
努
め
、
国

や
民
間
と
の
連
携
に
よ
る
実

証
実
験
な
ど
も
検
討
し
、
本

市
の
将
来
を
見
据
え
た
計
画

を
策
定
し
た
い
。

新
図
書
館
周
辺
の
広
場
と
通
り
の
活

用
体
制
に
つ
い
て 田た

中な
か 

裕ひ
ろ

規き 

議
員

駅前東館跡地　完成イメージ図
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一　　般　　質　　問

の
実
施
状
況
を
問
う
。

答
認
知
症
カ
フ
ェ
は
市
内

に
６
カ
所
あ
り
高
齢
者
相
談

セ
ン
タ
ー
等
が
月
１
回
開
催

し
て
い
る
。
い
き
い
き
サ
ロ

ン
は
、
２
０
４
団
体
、
年
間

延
べ
４
２
５
８
回
開
催
し
て

い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
91
団

体
５
３
２
７
人
が
登
録
し
活

動
し
て
い
る
。
高
齢
者
に

と
っ
て
交
流
の
場
、
生
き
が

い
活
動
の
場
、
孤
立
防
止
等

に
つ
な
が
る
の
で
、
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
。

住
宅
政
策
に
つ
い
て

問
公
営
住
宅
の
供
給
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

答
令
和
元
年
５
月
末
現
在

47
団
地
１
４
５
４
戸
の
内
１

０
１
２
戸
の
入
居
。
入
居
率

は
69
・
６
％
。

　

三
原
市
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
で
は
管
理
戸
数
を
１
３

５
０
戸
に
縮
減
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
、
空
き
家
解
体
を

進
め
て
い
る
。

問
抽
選
に
漏
れ
た
入
居
希

望
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
に

つ
い
て
問
う
。

答
公
平
性
の
観
点
か
ら
特

段
の
配
慮
は
で
き
な
い
が
、

随
時
募
集
に
係
る
案
内
を

行
っ
て
い
る
。

問
単
身
向
け
公
営
住
宅
の

入
居
枠
拡
大
を
問
う
。

答
入
居
す
る
人
が
60
歳
以

上
、
一
定
の
障
害
の
あ
る

方
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど

の
要
件
が
あ
る
。
直
ち
に
対

象
等
条
件
を
拡
大
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
、

社
会
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ

る
需
要
の
増
加
を
踏
ま
え
た

整
備
等
の
検
討
を
行
う
。

問
町
内
会
・
自
治
会
の
組

織
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
市
内
に
５
０
８
の
組
織

が
あ
る
。
支
え
合
い
や
交

流
、
情
報
の
伝
達
、
地
域
課

題
の
解
決
や
活
性
化
の
取
り

組
み
を
担
い
、
協
働
の
担
い

手
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
毎
年
活
動
補
助
金

を
交
付
し
て
お
り
、
そ
の
申

請
の
際
に
組
織
体
制
や
役
員

構
成
、
事
業
計
画
等
を
把
握

し
て
い
る
。

問
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
問
う
。

答
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
手

助
け
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
養
成
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
平
成
19
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
受
講
者
の
累
計
は

１
万
１
６
８
５
名
と
な
っ
て

い
る
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
を
開
催
し
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

問
高
齢
者
対
策
の
「
認
知

症
カ
フ
ェ
」「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」

問
昨
年
度
の
国
保
会
計
は

４
億
４
千
万
円
の
黒
字
見
込

み
と
な
り
、
国
保
基
金
は
５

億
５
千
万
円
も
あ
る
。
今
年

度
の
国
保
税
を
引
き
下
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

国
保
の
均
等
割
額
は
、
子
ど

も
の
数
が
多
い
世
帯
ほ
ど
税

額
が
増
え
る
仕
組
み
で
あ

り
、
市
独
自
の
軽
減
策
を
求

め
る
。

　

国
は
被
災
者
へ
の
医
療
費

免
除
を
６
月
で
打
ち
切
る

が
、
本
市
独
自
に
延
長
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
４
億
４
千
万
円
の
黒
字

は
、
今
年
度
予
定
し
て
い
る

２
億
７
千
万
円
の
基
金
繰
入

と
の
差
し
替
え
や
、
県
へ
の

納
付
金
不
足
時
の
財
源
に
充

て
る
。
国
保
税
率
は
昨
年
の

豪
雨
災
害
を
考
慮
し
て
若
干

引
き
下
げ
た
の
で
、
再
度
変

更
す
る
考
え
は
な
い
。
子
ど

も
の
均
等
割
額
の
軽
減
は
国

へ
要
望
し
て
い
く
。

　

被
災
者
の
医
療
費
免
除
の

延
長
は
、
県
内
他
市
、
他
の

保
険
制
度
と
の
均
衝
を
保
つ

う
え
で
も
考
え
て
い
な
い
。

貝
野
・
松
浜
の
大
型

開
発
事
業
の
中
止
を

問
貝
野
・
松
浜
の
港
湾
整

備
計
画
は
26
年
が
経
過
し
て

お
り
、
経
済
情
勢
に
対
応
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

❶
貝
野
地
区
に
お
け
る
24 

ha

の
埋
め
立
て
事
業
は
ス
ト
ッ

プ
し
、
臨
港
道
路
計
画
も
削

減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
❷

松
浜
地
区
は
今
後
２
工
区
の

３
・
９
ha
を
埋
め
立
て
、

緑
地
や
交
流
厚
生
施
設

を
造
る
計
画
だ
が
、
地

元
や
市
民
の
要
望
で

作
っ
た
計
画
で
は
な

く
、
不
要
不
急
の
大
型

事
業
は
中
止
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
❸
本
市
負

担
と
財
源
は
ど
う
か
。

答
❶
貝
野
地
区
は
緑

地
や
企
業
用
地
と
し
て

の
活
用
方
針
は
変
え
て
い
な

い
が
、
県
と
連
携
し
て
経
済

情
勢
に
対
応
し
た
利
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。
臨
港
道
路

は
多
額
の
事
業
費
が
必
要
と

な
る
の
で
県
と
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。
❷
松
浜
２
工
区

の
一
番
の
目
的
は
防
災
拠
点

だ
。
交
流
厚
生
施
設
に
は
観

光
魚
市
場
や
カ
キ
小
屋
な
ど

を
計
画
し
て
お
り
、
新
た
な

に
ぎ
わ
い
の
可
能
性
が
あ

る
。
❸
貝
野
地
区
の
事
業
費

は
２
４
０
億
円
で
本
市
の
負

担
は
９
千
万
円
、
松
浜
地
区

は
総
事
業
費
１
２
０
億
円
で

本
市
の
負
担
は
13
億
円
と
な

る
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

● 

宅
地
擁
壁
の
復
旧
へ
市

の
独
自
支
援
を

● 

生
活
保
護
世
帯
等
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を

高
齢
化
と
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

高た
か

木き 

武た
け

子こ 

議
員

国
保
税
の
引
き
下
げ
と
被
災
者
減
免

の
継
続
を

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

中之町処迫住宅

貝野・松浜の埋立計画
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一　　般　　質　　問

１
０
０
円
で
乗
車
で
き
る
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

通
学
路
に
つ
い
て
も
関
係

団
体
と
連
携
し
て
点
検
を

行
っ
て
お
り
、
安
全
対
策
及

び
効
果
検
証
を
行
っ
て
い

る
。

問
生
活
の
手
段
と
し
て
自

家
用
車
を
手
放
せ
な
い
状
況

が
あ
り
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
免
許
返
納
が
進
ま
な

い
現
状
が
あ
る
。
一
方
で
最

近
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通

死
亡
事
故
が
多
発
し
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
移
動
手

段
確
保
と
交
通
弱
者
保
護
を

両
立
さ
せ
る

た
め
、
踏
み

間
違
い
防
止

装
置
の
取
り

付
け
補
助
費

の
ル
ー
ル
づ

く
り
が
で
き

な
い
か
。

　

ま
た
、
通

学
路
の
安
全

の
た
め
に
危
険
な
交
差
点
に

つ
い
て
は
防
護
柵
を
設
け
る

計
画
は
あ
る
か
。

答
現
在
い
く
つ
か
の
ブ

レ
ー
キ
踏
み
間
違
い
防
止
装

置
が
開
発
・
販
売
さ
れ
て
い

る
。
悲
惨
な
事
故
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本

市
と
し
て
様
々
な
装
置
の
安

全
性
や
取
り
付
け
効
果
な
ど

に
つ
い
て
、
警
察
な
ど
関
係

機
関
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
取
付
費
補
助
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

　

交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
新
た
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

防
護
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は

国
や
県
、
他
都
市
の
先
進
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

問
三
原
市
の
自
動
車
に
よ

る
交
通
事
故
防
止
対
策
は
ど

う
か
。
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
免
許
返
納
率
と
返
納
者
へ

の
交
通
手
段
確
保
は
ど
う

か
。
通
学
路
の
点
検
、
安
全

対
策
は
ど
う
か
。

答
関
係
団
体
と
連
携
し
て

交
通
安
全
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の

体
験
講
習
会
を
年
四
回
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
で

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
各
関
係
者
と
現
場

検
証
を
行
い
再
発
防
止
対
策

を
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免

許
返
納
率
は
、
直
近
の
デ
ー

タ
で
は
１
・
６
％
で
あ
る
。

　

免
許
返
納
後
の
交
通
手
段

確
保
に
つ
い
て
は
、
運
転

経
歴
証
明
書
の
提
示
が
あ
れ

ば
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー
利
用

料
が
１
割
引
き
で
乗
車
で
き

る
ほ
か
、
70
歳
以
上
で
あ
れ

ば
、
免
許
返
納
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
市
内
の
路
線
バ
ス
が

問
住
宅
用
地
が
崩
壊
・
崩

落
し
て
い
る
件
数
を
問
う
。

答
概
ね
50
戸
程
度
を
確
認

し
て
お
り
、
被
害
の
程
度

は
、色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

問
宅
地
被
害
者
の
救
済
に

つ
い
て
問
う
。

答
宅
地
内
の
工
作
物
等

は
、
個
人
の
財
産
で
あ
り
、

そ
の
所
有
者
個
人
が
復
旧
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
大

規
模
災
害
に
お
い
て
は
、
生

活
基
盤
に
著
し

い
被
害
を
受
け

た
人
が
広
範
囲

で
多
数
に
の
ぼ

り
、
個
人
で
の

生
活
再
建
が
困

難
と
な
る
こ
と

か
ら
国
は
「
被

災
者
生
活
再
建

支
援
法
」
に
よ

り
一
定
の
生
活

支
援
を
行
う
。

都
道
府
県
が
相

互
扶
助
の
観
点

か
ら
拠
出
し
た

基
金
を
活
用
し
て
、
被
害
の

状
況
、
復
旧
の
方
法
に
応
じ

て
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支

援
す
る
が
、
宅
地
の
被
害
は

支
援
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
。
こ
の
度
の
災
害
で
同
じ

よ
う
な
宅
地
被
害
の
あ
っ
た

他
市
町
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
国
・
県
に
対
し
て
支
援

制
度
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。

外
国
人
雇
用
事
業
の

導
入
に
つ
い
て

問
外
国
人
の
技
能
実
習
生

な
ど
に
関
す
る
国
の
法
整
備

が
進
む
中
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
た
公
益
団
体
等
が
、
監

理
組
合
の
設
立
と
制
度
上
必

要
な
一
定
期
間
の
日
本
で
の

教
育
実
習
場
所
の
提
供
を
本

郷
地
域
で
立
ち
上
げ
る
計
画

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
他
県
で
は
既
に
導
入
さ

れ
て
い
る
所
も
あ
る
。

　

導
入
に
対
し
て
、
技
術

面
・
事
業
費
等
に
地
域
振
興

事
業
の
一
面
と
し
て
支
援
が

で
き
る
か
を
問
う
。

答
今
後
ま
す
ま
す
外
国
人

の
雇
用
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

も
、
外
国
人
労
働
者
の
受
入

れ
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
他
市
の

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

主
体
と
な
る
監
理
団
体
や
教

育
・
研
修
施
設
等
の
在
り

方
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
、
な
ど
に
つ

い
て
関
係
団
体
等
と
協
議
・

検
討
し
、
外
国
人
の
雇
用
を

希
望
す
る
企
業
の
円
滑
な
操

業
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

高た
か

原は
ら 

伸し
ん

一い
ち 

議
員

７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
事
業

に
係
る
住
民
対
応
に
つ
い
て

伊い

藤と
う 

勝か
つ

也や 

議
員

ブレーキ踏み間違い防止装置

豪雨で崩壊した石垣
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一　　般　　質　　問

必
要
と
す
る
地
域
の
市
民
に

対
し
て
、
早
め
に
安
全
な
場

所
へ
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
全
力
で
支
援
に
あ
た

る
。

問
７
月
６
日
の
取
り
組
み

と
災
害
の
教
訓
を
伝
え
る
た

め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
７
月
６
日
は
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
学
ぼ

う
市
民
防
災
の
集
い
」
を
開

催
し
多
く
の
市
民
と
「
命
を

守
る
行
動
」
を
と
も
に
考
え

る
日
と
し
た
い
。
出
前
講
座

を
災
害
の
教
訓
を
伝
え
る
効

果
的
な
機
会
と
捉

え
て
い
る
。
今

後
、
自
然
災
害
の

伝
承
碑
な
ど
も
調

査
し
、
災
害
死
ゼ

ロ
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
強
力
に

進
め
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を

構
築
し
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
と
地

域
創
生
に
つ
い
て

問
本
市
の
人
口
推
移
と
将

来
推
計
人
口
を
問
う
。

答
平
成
17
年
は
10
万
４
１

９
６
人
、
22
年
10
万
５
０
９

人
、
27
年
９
万
６
１
９
４
人
と

推
移
。
10
年
間
で
約
８
千
人
減

少
。
令
和
元
年
５
月
末
現
在
９

万
３
５
２
３
人
。
推
計
人
口
は

12
年
８
万
１
９
７
２
人
、
22
年

７
万
１
６
７
０
人
。

問
人
口
減
少
対
策
は
移
住

定
住
対
策
、
企
業
誘
致
や
観

光
推
進
な
ど
、
都
市
圏
や
県

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
本
市
の
認
知

度
、
知
名
度
向
上
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
り
、
別
名
三

原
城
駅
の
検
討
と
Ｐ
Ｒ
課
設

置
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
三
原
駅
の
愛
称
の
取
り

組
み
は
、
情
報
発
信
の
ひ
と

つ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
、
関
係
機
関
や
他
市
の
事

例
を
参
考
に
研
究
し
て
い

く
。
Ｐ
Ｒ
課
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
事
業
ご
と
に
担
当
部

署
が
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
い

る
。今
後
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、

よ
り
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を

検
討
し
て
い
く
中
で
、
組
織

化
も
含
め
、
有
効
的
な
手
法

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
公
共
土
木
施
設
で
約
１

６
０
０
カ
所
、
農
地
・
農
林

業
施
設
で
約
１
４
０
０
カ
所

計
３
０
０
０
カ
所
の
イ
ン
フ

ラ
が
被
災
し
、
令
和
２
年
度

の
完
成
を
目
標
に
災
害
復
旧

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
避
難
情
報
と
避
難
の
あ

り
方
に
つ
い
て
問
う
。

答
な
ぜ
逃
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
を
伝
え
る
具
体
的

な
情
報
、
危
機
的
な
情
報
の

発
信
に
努
め
た
い
。
避
難
を

問
駅
北
地
区
で
は
２
月
に

行
わ
れ
た
神
明
市
は
市
内
外

か
ら
31
万
人
が
訪
れ
、
出
店

数
５
０
２
軒
あ
り
、
出
店
数

で
は
広
島
市
の
フ
ラ
ワ
ー

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
を
上
回
る

県
内
最
大
の
規
模
と
な
っ
て

い
る
。

　

６
月
・
７
月
に
半
ど
ん
夜

市
等
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

　

歴
史
公
園
で
は
一
昨
年
の

築
城
４
５
０
年
祭
最
終
日
の

「
か
が
り
火
」
以
来
、
行
事

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
堀
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
問
う
。

答
利
用
状
況
に
つ
い
て
は

平
成
29
年
度
は
瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業
期
間
は

20
件
の
利
用
が
あ
っ
た
が
、

30
年
度
は
豪
雨
災
害
の
影
響

も
あ
り
2
件
の
利
用
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

お
堀
の
水
質
管
理
は
市
内

の
高
校
と
協
働
で
ｐ
Ｈ
や
Ｃ

Ｏ
Ｄ
な
ど
月
１
回
検
査
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
や
草
刈
り
清
掃
を

年
１
１
０
日
程
度
実
施
し
、

石
垣
の
除
草
は
や
っ
さ
祭
り

と
浮
城
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

年
2
回
行
な
っ
て
い
る
。

問
駅
前
広
場
は
東
館
再
開

発
工
事
の
た
め
利
用
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
三
原
駅
軒
下
も
隆
景

広
場
に
お
い
て
も
JR
の
規

制
に
よ
り
火
気
使
用
が
で
き

ず
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
出

店
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
以
前
も
同
じ
質
問
を

し
、
私
も
文
化
庁
に
行
き
、

火
気
使
用
な
ど
の
問
題
点
に

つ
い
て
も
話
し
た
。
今
後
、

多
く
の
市
民
が
ど
の
よ
う
に

利
用
し
、
楽
し
め
る
広
場
に

し
て
い
く
の
か
を
問
う
。

答
三
原
駅
前
市
民
広
場
で

は
、
こ
れ
ま
で
定
期
的
に
七

夕
ゆ
か
た
祭
り
や
骨
董
市
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
開
催
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
三

原
城
跡
歴
史
公
園
で
の
利
用

相
談
も
多
く
な
っ
て
い
る

が
、利
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
は
、
市
民
広
場
と
、

歴
史
公
園
と
の
利
用
条
件
が

異
な
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
歴
史
公
園
の
利
用

拡
大
の
た
め
、
火
災
予
防
条

例
に
基
づ
く
禁
止
行
為
の
解

除
承
認
の
協
議
を
関
係
機
関

と
進
め
な
が
ら
、
火
気
の
規

模
や
種
類
、
近
隣
施
設
や
住

民
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
使
用
方
法

が
あ
る
か
、
調
査
研
究
し
、

検
討
し
た
い
。

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

宮み
や

垣が
き 

秀ひ
で

正ま
さ 

議
員

三
原
城
跡
歴
史
公
園
利
用
と
維
持
管

理
に
つ
い
て

木き

村む
ら 

尚ひ
さ

登と 

議
員

三原城跡歴史公園

市民防災の集い
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